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感染性胃腸炎に注意しましょう！
1 感染性胃腸炎とは

感染性胃腸炎とは、「ノロウイルス」「ロタウイルス」「サポウイルス」「アデノウイルス」等の微生物を原因とする胃腸炎の総称です。腹痛・下痢・嘔吐・発熱が主な症状です。

　これらの胃腸炎は、症状のある期間が比較的短く、またウイルスの種類によって異なる治療がないため、ウイルス検査を行うことなく、流行状況や症状から「感染性胃腸炎」として診断されることがあります。

2 原因と感染経路

ノロウイルスによる感染性胃腸炎は、人から人へ感染する場合と、汚染した食品を介入しておこる食中毒に分けられ、次のような感染経路があります。

・感染した人の便や吐物に触れた手指を介して、ノロウイルスが口に入った場合。

・ノロウイルスを内蔵に取り込んだカキやシジミなどの二枚貝を、生でまたは不十分な加熱処理で食べた場合。
・感染した人が十分に手を洗わずに調理した食品を食べた場合。

・感染した人の吐物やふん便が乾燥して、細かな塵となって舞い上がり、その塵と一緒にウイルスを吸い込んだ場合。

3 感染予防のポイント

(1) まず一人ひとりが手洗いをきちんと行うことが大切です。特に排便後、調理や食事の前には、その都度、石鹸と流水で十分に手を洗いましょう。

(2) カキなどの二枚貝を調理する時は、中心部まで十分に加熱しましょう。

(3) 吐物やふん便を処理する際は、使い捨ての手袋、マスク、エプロンを着用し、次亜塩素酸ナトリウム（塩素系の漂白剤）での処理、その後は石鹸と流水で十分に手を洗いましょう。

4 感染性胃腸炎の治療

感染性胃腸炎には特別な治療方法はなく、つらい症状を軽減するための処置（対症療法）が行われます。乳幼児や高齢者では下痢などによる脱水症状を生じることがあります。また、誤嚥（嘔吐物が気管に入る）による肺炎を起こすことがあるため、体調の変化に注意しましょう。

　嘔吐の症状がおさまったら、少しずつ水分を補給し、安静に努め、回復期には消化しやすい食事をとるように心がけましょう。
家族会（報告）　（十月二十五日）
①施設から（スタッフからの月間レポート）
★特養の住民説明会に出席。地域の関心が高かった。十
一月の家族会で「新特養」の説明会を開催したい。第
三者評価（サービスや施設の聞き取り調査）があり、
家族会の活動も評価されています。　　（施設長）
★老衰の方のターミナルがありました。インフルエンザの予防注射を行います。　　　　　　　（看護主任）
★十一月より生ものを食事に出せるようになります。お刺身を少しずつ入れていきます。　　　（管理栄養士）
★十月は二度の台風で雨漏りがありました。十一月には二時間ほど、点検のための停電があります。　
（相談員）
★定例行事の説明。外出の自粛、面会前の手洗いうがいのお願い。　　　　　　　　　　　　　　（主任相談員）
②「ユニットケアの考え方」について説明
・平成二十九年の「仮称・さくら荘への移転」対策の一つとして、簡単な説明＆勉強会。
　今までの高齢者施設（現さくら荘）と、時代のニーズに合わせた高齢者施設（仮称・さくら荘）の違いや具体的な「ユニットケア（個室ケア）」での生活例などの説明があった。
～説明を受け、家族会からの意見や質問～
☆多床室も個室も、今はあんまり気にしていないが、これから
　考える必要があるだろう。
☆母は、今まで多床室も個室も経験した。それぞれにメリット、
デメリットがある。
☆個室は時代のニーズかもしれないし理想かもしれないが、現
　実的に不安もある。全員がユニットケアに合うのか、疑問だ。
☆ユニットはスタッフの眼がゆき届くのはいいが、友だちとの
交流が少なくなりそうな気もする。
☆ユニットだとスタッフの退社などでサービスが滞ることは
ないだろうか心配。
☆・今後のために、両者の短所、長所を一覧表にしてほしい。
◎次回の家族会は、十一月二十二日（土曜日）
その家族会で、新さくら荘への移転説明会を開催します。
退所のお知らせ　　　　　　　Ｉ　・　Ｋ　さん

Ｉさんは平成二十年一月に入所され、さくら荘で約六年半を過ごされました。入所の頃、目が悪くても、いつもごそごそと歩かれていたＩさんが、だんだんに座っていることが多くなり、食事も全介助の日々となりました。それでも「Ｉさん！」と声をかけると「うん？」という表情の変化が最期まで伺えて、声かけするのが楽しみでした。心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十七才）
Ｈ　・　Ｈ　さん
　Ｈさんは平成二十五年四月に入所され、さくら荘で一年半をすごされました。いつも固い表情で全介助を受け食事を召し上がっておられたのですが、二ヵ月、いえ三ヵ月に一日位、朝から多弁で食事を自分で摂取され、車椅子をこいで「田舎に帰ります。」とみんなを驚かせて下っていました。
　体調を壊して入院され、長期の入院が必要との主治医の診断に、退所されることになりました。どうぞお元気で！

Ｔ　・　Ｔ　さん

　Ｔさんは平成二十一年十一月に入所され、さくら荘で五年をすごされました。
Ｔさんといえば「パパ、ママ」と呼び合った奥様と、お仕事がら、浮間では有名人です。おしゃべりが好きで、やわらかな笑顔に「ミスター浮間」の称号を贈りたいです。
　いつも探していたママのところへ、静かに旅立たれました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十八才）
Ｏ　・　Ｔ　さん

　Ｏさんは平成二十二年二月に入所され、さくら荘で四年半をすごされました。

　Ｏさん世代は戦争へ行き、戦後は復興、高度経済成長で働きづめで、国のため社会のため犠牲になり、築き上げた自信も持たれていました。お疲れさまでした。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年九十三才）
Ｏ　・　Ｓ　さん

　Ｏさんは平成二十五年八月に入所され、さくら荘で一年二か月をすごされました。

ずいぶん慣れてきていただいていたのに、体調を崩し入院、薬石効なくお亡くなりになりました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十二才）
